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研究分野：メディア情報学 
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１．研究計画の概要 
研究代表者は，新しい価値観やアイデアを創
造するプロセスや，問題解決のプロセスにお
ける計算機支援，およびその環境の違いが人
間の高次思考に与える影響と，個人による知
的活動と小グループでの活動とのバランス
のとれた相互作用が，創造的問題解決に与え
る影響を明らかにする． 
本研究によって得られる知見により，人間

の知的活動を強化する知識工学的な方法論
が確立できるとともに，知識科学の分野にお
ける「創造性」の本質に迫ることが期待でき
る． 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) アイデア結晶化および評価・検証を支
援するシステムと，デジタルペンによる紙へ
の手書きに基づく操作によって同様の機能
を実現するグループ KJ 法システムを整備し
た．グループによるアイデアの操作履歴を逐
一記録し，後日参照することで，結晶化およ
び評価のプロセスを追跡し，差異について検
討することを可能にした．またアイデアラベ
ルに書かれた手書き日本語文章を自動的に
テキストに変換し，検索による参照や再利用
を容易にするための仕組みを組み込んだ．上
記のシステムを石川県白山里で 2009 年 8 月
23 日～29 日，および石川県七尾市で 2010 年
8 月 23 日～29 日に開催した合宿形式のグル
ープ KJ 法研修において運用し，創造的問題
解決プロセスに造詣の深い三村修氏らの助
言・指導を得た．本システムでの実践，およ
び有効性に関しては，2009 年 7 月に開催され
た HCI International 2009 で発表を行った．
またその内容の一部をそれぞれ 2010 年 1,3
月に開催された ICICTES2010，英国創造性セ

ンターの招待講演者として発表した．また
2010 年度にはグループ KJ 法システムの改良
を行い，より魅力的で説明性の高い KJ 法図
解をグループ作業の流れの中で生成可能と
するため，ラベルへのジェスチャ入力による
編集機能を組み入れた． 
(2) 「あいづち」機能を用いた分散ブレイン
ストーミング支援システムを開発した．検証
実験により，綿密性の因子を持つあいづちが
打たれるほど，実現可能性の高いアイデアが
増加することが分かった． 
(3) 集合知 Wikipediaのリンク情報を利用し，
グループでの発散的思考を支援するシステ
ムを開発した．実証実験により，一見関係な
さそうで関係がある関連語が強制連想法に
有効であることがわかった．  
(4) 参加者からのコメントをリアルタイム
に会場前方画面へ提示するプレゼンテーシ
ョン支援システムを開発した．実証実験によ
り，発表ペースの気づきと一時的な記憶の支
援が，聴衆の入力負荷なく，より多くのコメ
ントが獲得可能であることを確認した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
平成 20 年度では創造的問題解決プロセスに
おける計算機への入力操作や個人活動とグ
ループ活動の相互作用といった要因が与え
る影響を検証するために，創造的問題解決の
プロセスモデルにおける発散的思考と収束
的思考に焦点をあて，研究開発を行った． 
平成 21 年度では，創造的問題解決プロセ

ス(発散的思考/収束的思考/アイデア結晶化
/評価・検証)におけるアイデア結晶化/評
価・検証のサブプロセスを対象とし，計算機
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支援とその環境の差異についての影響調査
に焦点をあて，研究開発を行った． 

平成 22 年度では，創造的問題解決プロセ
ス（発散的思考/収束的思考/アイデア結晶化
/評価・検証）において計算機への入力操作
や個人活動とグループ活動の相互作用とい
った要因が与える影響を検証しつつ，その知
見に基づき創造的問題解決の各プロセスを
シームレスに繋ぎつつ，個人のサイクルとグ
ループのサイクルが両輪となって相互補完
しながら発想を高めていく環境の構築に焦
点をあて，研究活動を行った． 

以上のことは，ほぼ研究計画書どおりであ
り，おおむね順調に進展しているといえる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は，これまで研究開発してきた発散/収
束思考サブプロセスから，結晶化/検証サブ
プロセスまで連続した活動を対象として，個
人あるいはグループの発散的思考支援と収
束的思考支援の統合化された知識創造支援
合環境の実証実験を行う予定である． 

平成 20 年度から三年間に渡って行ってき
た個別研究成果を活かし、提案する知識創造
支援環境の評価実験を行い，各種提案機能の
適切さと有効性を評価する．評価実験にあた
って，被験者は主として北陸先端科学技術大
学院大学の博士前期・後期課程学生とする．
評価実験は定量的かつ定性的評価を行い，こ
の環境を使ったユーザとそうでないユーザ
の対照実験を行う．特に各機能に対して，知
識創造への有用性，研究活動の知識創造をど
こまで支援できるかといった妥当性および
実用性の観点から検証する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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